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2017年7月25日（火）～9月3日（日） ＠大阪南港ATCホール

ヨーロッパ最大の恐竜トゥリアサウルス ついに関西初上陸！
関西で開催される今夏最大級の恐竜展「メガ恐竜展2017」

http://mega2017.jp/

2017年7月25日（火）～9月3日（日）の期間、『メガ恐竜展2017』を、大阪南港ATCホールに

て開催いたします。

なぜ恐竜は巨大化できたのでしょう。この展覧会では、恐竜のなかでも最も大きく、史上最大の

陸上動物とされる「竜脚類（りゅうきゃくるい）」にスポットを当てました。竜脚類は長い首と尾

が特徴の植物食恐竜で、全長が３０メートルほどにおよぶものもあります。目玉となるのは、スペ

インで発見されたヨーロッパ最大のトゥリアサウルスです。関西初公開となる復元骨格（半身）は

迫力満点です。他にもディプロドクスやカマラサウルスといった竜脚類をはじめ、アロサウルスや

ステゴサウルス、ティラノサウルスなどの全身復元骨格に加え、生体復元モデル、恐竜ロボットな

ど約200点を展示します。

最新の研究成果を紹介しながら巨大化した生き物の進化のメカニズムを解き明かす本展は、

41日間 (会期中無休)だけの開催です。

陸上の動物の歴史で最も大きな恐竜「竜脚類」は、なぜ大きくなれたのでしょうか。
その謎が明らかになりつつあります。
本展は、最新の研究成果を紹介して、竜脚類の生態と巨大化の謎に迫ります。

【展示構成】※一部、内容が変更される場合があります。ご了承ください。

■■本件に関するご取材・ご掲載のお問い合わせ先■■

「メガ恐竜展2017事務局」広報担当：和田 <㈱Nene Laco.（ネネラコ）>

Tel／080-4762-1889 Fax／06-7635-7587 Mail／m.wada@nenelaco.com
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本展のテーマである竜脚類の巨大化の謎にせまるために、
まずは様々な時代における巨大生物を知ることから始めます。
現在生きている最大級の動物はクジラで、最大の陸上動物はゾウ
です。「爬虫類の時代」である中生代には、陸上には恐竜、空に
は翼竜がいました。また、太古の時代から、海には様々な巨大生
物が生きていました。
パラリティタンやティラノサウルス、トリケラトプスといった

恐竜の生体復元モデル、翼竜のアンハングエラや、海生爬虫類の
全身復元骨格などとともに、これらの生物が生きていた時代を紹
介する「地球巨大生物史」の年表を展示します。

第１章 地球には巨大生物がくらしていた

地球の歴史における最大の陸上動物－、それは恐竜の仲間「竜脚類」です。恐竜は今から約２億３０００

万年前から６６００万年前までの中生代に大繁栄しました。その中でも、長い首に小さな頭、大きな胴体と

長い尾を持つ「竜脚類」は、最も巨大化に成功した恐竜でした。平均的な大きさの竜脚類の重さは１０～３

０トン、巨大なものになると４０～５０トンにもなり、８０トンに及ぶ超巨大竜脚類も存在しました。

北アメリカの中西部からは、ディプロドクスやブラキオサウルス、カマラサウルスなどの有名な竜脚類の

化石が大量に発見されています。これらの発掘地の様子を再現したゾーンでは、産出した状態を復元した標

本や実物化石を通して、実際の発掘現場についての知識を深めてもらいます。さらに、竜脚類がなぜこれほ

どまでに大きくなることができたのかという謎に迫るため、各ゾーンのテーマに沿って竜脚類がどのような

生物であったのかを、当時の環境や生態とあわせて分かりやすく解説します。

第２章 地球史上、最も大きな陸上動物「竜脚類」

＜三畳紀「起源」＞
およそ２億３０００万年前の後期三畳紀の地層

（アルゼンチン）から発見された最古級の恐竜の１

つであるエオラプトルは１メートルほどの大きさで

二足歩行でした。一方、南アフリカのおよそ２億１

５００万年前の地層から発見された初期の竜脚類で

あるアンテトニトルスは、全長が１０メートルを超

え、二足から四足歩行へ移行していたと考えられて

います。竜脚類の巨大化には、歩行や姿勢の変化が

関係したのでしょうか。このゾーンでは、エオラプ

トルやプラテオサウルスの生体復元の展示を通して、

三畳紀に始まった竜脚類の起源について探ります。

＜ジュラ紀「巨大化」＞
ジュラ紀に入ると竜脚類は巨大化し、多様化を

果たします。北アメリカの竜脚類ディプロドクス

やアパトサウルスは、ステゴサウルスらと共存し

ており、幼体の竜脚類は当時の捕食者であるアロ

サウルスに狙われていたことでしょう。このゾー

ンではジュラ紀後期の竜脚類の全身復元骨格や生

体復元ロボットなどを展示します。また、竜脚類

のものと考えられる本物の「糞」の化石に触れら

れるコーナーも設置します。

＜白亜紀「放散」「多様化」＞
白亜紀に入ると、竜脚類はアジア、アフリカ、

ヨーロッパ、南北アメリカなど南極を含む全ての大

陸で繁栄するとともに、新たに様々な種類が出現し

ます。このゾーンでは、背のトゲが特徴であるアル

ゼンチンの竜脚類アマルガサウルスや、日本で発見

されたトバリュウ、タンバリュウの化石標本などを

通して、白亜紀の様々な竜脚類を紹介します。

恐竜生体モデル展示風景

（パラリティタン）

ディプロドクス 全身復元骨格
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竜脚類ほど超巨大化しなかったものの、獣脚類の中に

も巨大化の道をたどる種が現れます。その代表が、全長

１３メートルほどにもなる肉食恐竜ティラノサウルス・

レックスです。本章では、ティラノサウルス類の進化を

語る上で重要なグアンロンやライスロナクスに加え、

ティラノサウルス・レックスの成長様式について知る上

で重要な、幼体のティラノサウルス“ジェーン”など、

ティラノサウルスの仲間たちを一堂に展示します。

ティラノサウルス 復元画

コウガゾウ 全身復元骨格

第３章 巨大化した獣脚類

第４章 新生代の巨大動物

鳥類以外の恐竜が絶滅し、新生代に入ると様々な巨大

哺乳類が出現します。しかし、最大の陸上哺乳類でさえ、

竜脚類の大きさに比べるとはるかに小さいものでした。

本ゾーンでは、巨大な絶滅ゾウであるコウガゾウやナマ

ケモノ類のパラミロドンなどに加え、現生のゾウやキリ

ンの全身復元骨格を展示します。

ティラノサウルス
全身復元骨格

体長が30メートルほどにもなる種が出現した竜脚類で

すが、巨大化しなかった竜脚類も存在しました。ジュラ

紀後期のドイツに生息したエウロパサウルスは、ブラキ

オサウルスなど巨大化した竜脚類の仲間と近縁な種であ

るにも関わらず、その体長は大人でも６メートルほどで

世界最小の竜脚類の1つでした。なぜ、エウロパサウル

スは巨大化できなかったのでしょうか？このゾーンでは、

巨大化できなかった竜脚類の謎に迫ります。

第５章 大きくなれなかった竜脚類

第６章 巨大化の謎にせまる

ジュラ紀後期のヨーロッパ最大の竜脚類であるトゥリア

サウルスは、２００３年にスペインで発見された全長３０

メートルを超える巨大恐竜で、竜脚類の進化に新しい知見

をもたらした重要な標本です。本展の最大の見どころとし

て、半身の復元骨格を関西で初公開します。

これまで紹介してきたように、竜脚類は巨大なもので体

重８０トン、全長がに大きくなることができた理由は、

様々な要因が絡み合った結果だということが３０メートル

以上にもなる「超巨大化」に成功します。最新の研究に

よって、彼らがこれほどまでわかってきています。本章で

は、竜脚類の超巨大化を成し遂げた要因について迫ります。

■■本件に関するご取材・ご掲載のお問い合わせ先■■

「メガ恐竜展2017事務局」広報担当：和田 <㈱Nene Laco.（ネネラコ）>

Tel／080-4762-1889 Fax／06-7635-7587 Mail／m.wada@nenelaco.com

エウロパサウルス 復元画

トゥリアサウルス
復元骨格（半身）



■開催概要■
展覧会名 ： メガ恐竜展2017－巨大化の謎にせまる－

会期 ： 2017年7月25日（火）～9月3日（日） ※41日間
会場 ： 大阪南港ＡＴＣホール（大阪市住之江区南港北２-１-１０）

https://atchall.com/
開場時間 ： 9:30～16:30（最終入場は16:00まで）
休館日 ： 会期中無休
料金 ： 一般 1,600円（1,300円） ３歳～中学生 900円（700円）

※（ ）内は前売並びに20人以上の団体料金。

※前売券は5月13日（土）から7月24日（月）まで主要プレイガイドにて販売。
※心身に障がいのある方の介助者は無料。
（ご本人は有料。1名につき１人まで。証明できるものをご提示願います。）

主催 ： 大阪市立自然史博物館、読売新聞社、テレビ大阪、ＡＴＣ
後援 ： スペイン大使館
特別協賛 ： 万代
協賛 ： 大和ハウス工業、あいおいニッセイ同和損保
学術協力 ： ディノポリス（スペイン）、ボン大学、天草市立御所浦白亜紀資料館、岡山理科大学、

群馬県立自然史博物館、天王寺動物園、栃木県立博物館、
三重県総合博物館、ミュージアムパーク茨城県自然博物館 ほか

総合監修 ： マーティン・サンダー（ボン大学 教授）
公式HP ： http://mega2017.jp/
お問合せ ： メガ恐竜展2017事務局 ０６－６６１５－５５５６

[写真素材のご請求について]
報道用写真資料の掲載をご希望の方は、宣材申請用紙を送らせていただきますので、
下記までお問合せ下さい。

[読者、視聴者プレゼント用招待券のご提供について]
貴媒体の読者・視聴者向けに、招待券（１０組２０名様分）をご提供させていただきます。
ご希望の方は、申請用紙を送らせていただきますので、下記までお問合せ下さい。
※またお手数ですが、掲載媒体を１部お送り下さいますよう、よろしくお願い申し上げます。
同掲載媒体と交換に、貴社宛に招待券をご送付させていただきます。

<本件に関するご取材・ご掲載のお問い合わせ先>
「メガ恐竜展2017事務局」広報担当：和田 <㈱Nene Laco.（ネネラコ）>

Tel／080-4762-1889  Fax／06-7635-7587 Mail／m.wada@nenelaco.com

【アミューズメントコーナー】
動く恐竜に乗れるプレイコーナーもあります！
※別途料金が必要です。
※写真はイメージです。
※詳細は後日公式ホームページなどでご案内します。

【数量限定！特典付き前売券4月24日（月）より販売開始】
本展の目玉である巨大な竜脚類「トゥリアサウルス」マスコット付き前売券を
セブンチケット限定で、アンモナイト化石（２個セット）付き前売券をローソ
ンチケット限定で先行販売します。いずれも特設グッズショップでは手に入ら
ない限定品です。一般（1,600円）のみ数量限定のため売り切れ次第、販売は
終了します。購入はお早めに。
※いずれの特典も会期中、会場入り口にてお引き換えください。
※購入時に手数料がかかる場合があります。
なお、通常の前売券は5月13日（土）から販売開始（7月24日（月）まで） アンモナイト化石 ※写真はイメージです

「トゥリアサウルス」
マスコット


